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２型糖尿病における抹茶の有用性
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【目的】先に、演者らは緑茶ポリフェノールと食物繊維 , あるいは 
(-)-epigallocatechin 3-O-gallate が糖尿病性腎症の進展抑制に有効であることを実験
的に明らかにしてきた 1,2)。本実験では、緑茶ポリフェノールや食物繊維を豊富に
含んだ抹茶を用い、2型糖尿病に対する効果を検討した。 
【方法】2型糖尿病モデルとして Otsuka Long-Evans Tokushima Fatty (OLETF) ラッ
ト (♂, 22週齢)、正常対照として LETOラットを用いた。抹茶は 50, 100, 200 mg/kg
体重/日をそれぞれ 16週間連日経口投与し、各種成分を測定した。 
【結果】血清中の糖, コレステロール値は投与 8週目から低下傾向を示したが、コ
レステロールに対し強い低下作用が認められた。一方、OLETF で著明に増加した
尿蛋白排泄量や腎機能低下に対し有意差は認められなかったが、改善傾向を示し
ていた。さらに、腎組織中の AGEsレベルの抑制作用と、肝組織では脂質レベルが
低濃度の 50 mg群より有意に低下していた。 
【考察】抹茶は、2型糖尿病モデルの腎において糖化形成の抑制, 肝において脂質
低下作用を有していた。これらに関連した蛋白発現についても併せて検討し、報
告したい。 
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